
 
 
 
 
 
 
 

第1418回例会17年10月31日(月) 
於 ロイヤルパインズホテル    16:30～ 

 

１．開会点鐘          会長 塩崎博司 

２．ロータリーソング      「奉仕の理想」 
３．出席報告  

会員総数 69 名 出席者数 69 名 出席免除会員 2名 

  出席率 100％ 前回修正出席率 94.03％ 

 

４．会長スピーチ         会長 塩崎博司 
 
 皆様今晩は、ようこそお

いで下さいました。 
クラブ創立以来の最大の

イベント、2005 年～2006
年国際ロータリー第 2640
地区大会、成功裏に終了す

ることが出来、大変うれし

く思います。 
 これ、ひとえにガバナー

平尾先生を中心に、地区大会実行委員会の皆様、その

奥様方一人一人の力を結集し、大きな力となってなし

えたことだと思います。 
 今宵は、地区大会慰労例会として、大会のお疲れを

癒して頂きたいと思います。 
 尚、ガバナー平尾先生には、お心遣いを頂きまして

有難うございました。代表してお礼申し上げます。 
 

５．幹事報告 

○例会臨時変更 

 那智勝浦ＲＣ 10 月 27 日（木）→11 月 1 日（火） 
18:30～  新宮商工会議所 

（ガバナー公式訪問のため） 
 粉河ＲＣ   11 月 2 日（水）→11 月 2 日（水） 

12:30～  粉河町商工会館２Ｆ 
11 月 16 日（水）→11 月 16 日（水） 

12:30～  粉河町商工会館２Ｆ 
 岩出ＲＣ   11 月 17 日（木）→11 月 12 日（土） 

 ホテルいとう 
創立２０周年記念例会 

 海南西ＲＣ  11 月 17 日（木）→11 月 20 日（日） 

京都「南禅寺 ぎんもんど」 
家族例会 

 和歌山南ＲＣ 11 月 18 日（金）→11 月 18 日（金） 
   19:00～  ウェルサンピア和歌山 

（新入会員歓迎 夜間例会） 
リラックス例会 

 和歌山中ＲＣ 11 月 25 日（金）→11 月 26 日（土） 
   16:00～ ダイワロイネットホテル和歌山４Ｆ 

創立２０周年記念式典 
 和歌山東南ＲＣ 

 11 月 30 日（水）→11 月 23 日（水・祝） 
   10:00～  四季の郷公園 

（３５周年記念事業 社会奉仕活動） 
○休会のお知らせ 

 岩出ＲＣ   11 月 3 日 （木・祝） 

 粉河ＲＣ   11 月 23 日 （水・祝） 

 
６．地区大会慰労会 
 
 「皆さんの力で、盛会裏に大会を開催

できました。ご苦労様でした」 
 

 
平尾ガバナー   岡田委員長   楠部代表幹事 
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７．次回例会 
第 1419 回例会 平成１７年１１月７日（月） 

18：30～ 海南商工会議所４F 
 

＊＊＊ ニコニコ・ＢＯＸ ＊＊＊ 

 
平尾寧章君  ご苦労様でした。 
       新聞に大きく写真が載っています。 
岡田雅晶君  地区大会、ご協力ありがとうございま

した。 
奥村匡敏君  地区大会、大盛会でおめでとうござい

ます。 
岩井克次君  地区大会、ご協力ありがとうございま

した。 
塩崎博司君  地区大会、成功を祝って。 
木地義和君  地区大会、ご協力ありがとうございま

した。 
山畑弥生君  地区大会、ご協力ありがとうございま

した。 
宇恵弘純君  地区大会、ご協力ありがとうございま

した。 
塚本義信君  昨日、ＫＦ会に出席しました。皆様お

世話になりました。 
吉田昌生君  地区大会で藤白神社の獅子舞を大勢

の人が見てくれたと、会員達が喜んで

いました。 
       和歌山県文化奨励賞を頂くことにな

りました。 
 
 
 
 
 
 
 
アメリカ眼科学会、国際ロータリーを表彰 
フランク J. デヴリン ロータリー財団管理委

員長が 10 月 16 日にシカゴで開催された AAO の年次

総会で 2005 年度特別表彰を受章した。”ロータリーの

眼を大切にする事と失明防止に関する多くのプロジ

ェクトが、この眼科医の集りである著名な団体に認め

られた事は喜びに耐えません。盲目への恐怖は我々の

誰もが感ずる事で、私達の視覚は天からの大事な贈物

であることを知っております”とデヴリン委員長が述

べました。AAO は、ロータリーが AAO と視力回復プ

ログラムの面での協力を増大し、恵まれない地域の人

達に無料の治療活動を行っているのを認めたのが、こ

の表彰の主な理由です。更に、ロータリーが AAO の

財団と協力して、発展途上国から眼科医をアメリカへ

2 週間の教育、文化計画見学に招聘しており、今迄に、

27 の国から 40 名を越す眼科医がこのプログラムでア

メリカを訪れました。 
デヴリン委員長によると 25,000 名を越すこの AAO

の総会出席者の中に、少なくとも 300 人のロータリア

ンが居り、10ケ国以上から来ておられます。”我々が、

それを発見したのは、ロータリーの眼保護同好会が会

場にスタンドを出しましたら、ロータリアンやロータ

リーに興味のある人達が立ち寄りました。スタンドを

出す事は、新しい発想で、我々の存在を増す為と PR
の為に良く、失明予防プロジェクトの展示を見に来た

人達に語り掛けられました”とデヴリン委員長の言葉。 
ロータリー眼保護同好会の会長で、AAO の前会長

ケネス タック氏が”ロータリーと学会は相互に補充

し合っており、学会の有力会員や他の前会長はロータ

リアンです”と語りました。”眼を保護っするプロの立

場から言うと、失明防止プロジェクトを推進する人達

に深く感謝します。同好会に、より多くのロータリア

ンが参加する事を熱望し、失明防止に挑戦する意気を

更に作りたいと考えております”とタック同好会会長

が述べました。タック会長によると”眼保護同好会が

スタンドを AAO の年次総会に設置した経験に基づい

て、同様な事がロータリー関連で広範囲に使えるかも

知れません。プロの大きな集会で同好会の行動を PR
するのに絶好の機会だと思います”と語りました。 
 
西アフリカ、プロジェクト展示会、成功 
ガーナの首都アクラのリゾートホテル,ラ パーム 

ロイアル ビーチ ホテルで、西アフリカで初めての

ロータリークラブと地区手作りのプロジェクト展示

会が 10 月 13‐15 日に催されました。 
奉仕のパートナーを探す為に 200 を越すプロジェ

クトが展示され、プロジェクトの推定総額は米貨 300
万弗で、3 地区とベニン、ブルキナファソ、コートジ

ヴォワール、ガーナ、ナイジェリアから、50 のロー

タリークラブが保健、飢餓、識字、貧困、衛生、水資

源関係のパンフレットを展示しました。展示の中で女

性の地位向上やマラリアの予防、小額融資、危機に在

る子供への対策が目を引きました。 
D９100 の元ガバナー、ロバート F. アッタ組織委

員長によれば、カナダ、欧州、アメリカから併せて

12 組のロータリー関係者が展示会に出席しました。

米国ウエストバージニア州、バッカノンロータリー 

クラブのクウエイム ボーテング会員によると”良く

組織され、殆ど全部のブースを訪れました。帰国した

ら、クラブの例会や D7530 の地区大会で紹介する予

定です”と語りました。”展示会は良く出来ております

が、残念ながら、ハリケーンのカタリーナや他の天災

でアメリカからの訪問が少ない事です”とガーナ出身

のボーテング会員が語りました。アッタ委員長は”展
示会は大成功でした。強いて言えば 40 のブースに対

して 53 の申し込みがあり、要請に上手に応じられな

かった事です”と述べました。プロジェクト展示会を

2006 年にも開くかは、更に検討を要するとお思いま

す”と述べましたが、”私の感じでは、中央アメリカ展

示会のように、アフリカもこれを毎年行うべきだと思

います”と語りました。 

会報委員会 委員長 山野 明 副委員長 上野山雅也  嶌村佳郎 吉田昌生 山東剛一 柳生享男 


